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●北西太平洋に軍縮の流れを作り出そう！

● ［ソ連発］核艦船を止めた市民と自治体／原子力
船であわやメルトダウン C 

●ピデオ紹介： NUWAX83（核兵器事故対策演習
実況記録）／シドニー平和船団一平和を求める声

●反核ホットラインだより ●にゅうす・すぴりっと

）
 
す

口
円
ま

員

l
o
o
み

会

20
含

信

聞

を

通

年

料

カ

・

説

J

購
血

]

山

如

全
＼
＇
副
姻
（

＿―-背

o
o

会

1
0
5
!

9
-
m
l

に

月

日

日

間

な

(

l

1

仲

—
員
も

サ

会

体

人

た

午

加

団

個

な

—
-
ー
-
"
参
あ

を

．

l
a
u
 ，＇ fJ 

,
L
 
西J
)

且

ょ

円

ク

牲

00100

会
2
0
1
0

ク

間月

日

口

-

(

1

1

 

l

、

員

ゴ

会

体

人

マ

持

団

個

一

維

l

.

 

ー

，
 



(3) 月刊反トマホーク通信 1988年b月18日第三種郵便物認可毎月 1回20日発行1989年4月20日発行弟ん号（迪含弟4J万） 毎月 1回20日発行1989年4月20日発行第42号（通巻第43号） 198碑 6月18日第二種郵便物認可 月刊反トマホーク通信 (2) 

目
標
へ
の
追
加
：
・
「
新
年
度
予
算
で
着
工
さ
れ
る

ア
ピ
ー
ル
「
北
西
太
平
洋
に
軍
縮
の
流
れ
を
作
り

出
そ
う
」
に
は
四
月
二
士
二
日
ま
で
に
一
七
五
人
の

方
々
か
ら
賛
同
の
ご
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的

な
行
動
提
案
、
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
初
、
締
切
日
を
四
月
末
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
五
月
半
ば
ま
で
延
長
し
、
よ
り
沢
山
の
人
々

の
間
に
こ
の
ア
ピ
ー
ル
を
広
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
も
、
反
ト
マ
通
信
に
ア
ピ
ー
ル
文
と

返
信
用
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
ま
し
た
。
ま
だ
の
か
た
は

是
非
こ
の
機
会
に
、
も
う
お
済
み
の
か
た
は
お
知
り

合
い
に
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
を
実
現
す
る
、
具
体

的
行
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
き
ま
し
ょ

、つる
行
動
が
お
こ
せ
た
な
ら
と
思
い
ま
す
。
日
木
の
軍

縮
政
策
を
口
先
だ
け
で
な
く
、
中
身
の
あ
る
も
の
に

さ
せ
る
よ
う
に
。

(

K

)

二
十
一
世
紀
に
甘
い
幻
想
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
う
で
な
く
と
も
大
気
、
海
洋
の
汚
染
で
地
球
は
荒

れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
ま
し
て
核
兵
器
な
ど
も
っ
て
の

ほ
か
。
人
類
す
べ
て
真
剣
に
未
米
を
恐
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(

G

)

R
木
国
憲
法
の
精
神
を
再
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始

め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
憲
法
を

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

(

G

)

「
公
海
の
非
核
化
」
は
私
た
ち
国
民
、
地
球
人
の

悲
厠
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
や
り
た
い
こ
と
、
や
っ

て
は
し
い
事
が
あ
り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、
日
本
と

ア
メ
リ
カ
の
政
治
機
関
に
、
軍
事
に
関
す
る
詳
細
な

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
国
民
に
祀
布
し
て
も
ら
い
、
予

算
増
割
ス
ト
ッ
プ
、
減
額
実
施
を
働
き
か
け
る
逓
動

を
し
て
ほ
し
い

(

T

)

五
月
に
な
っ
た
ら
ア
ピ
ー
ル
賛
同
者
の
会
議
を
開

き
中
期
的
な
目
標
に
つ
い
て
討
議
（
ま
た
は
シ
ン
ポ
）

し
た
ら
と
思
い
ま
す
。

(

N

)

f

l, 

そ
う

(

y

)

 

今
回
の
ア
ピ
ー
ル
の
文
章
は
と
て
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も
貝
体
的
で
現
在
の

状
況
を
適
確
に
示
し
て
い
ま
す
。
ア
ピ
ー
ル
の
実
現

に
は
ど
れ
か
ひ
と
つ
を
突
破
口
に
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

(

I

)

ア
ピ
ー
ル
「
北
西
太
平
洋
に
軍
縮
の
流
れ
を
作
り

出
そ
う
」
を
読
ん
で
、
改
め
て
日
木
は
主
体
性
を
失

い
、
断
未
魔
の
症
状
に
あ
る
と
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。

脱
原
発
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
、
運
動
を
進
め
な
く

て
は
と
痛
感
し
ま
す
。

(

O

)

時
宜
を
得
た
ア
ピ
ー
ル
、
お
骨
折
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
八
月
十
丘
日
に
む
け
て
、
世
に
訴
え

横
須
加
只
枯
地
（
海
自
）
で
の
対
潜
情
報
探
知
設
備
の

阻
止
」

(

H

)

二
つ
の
運
動
と
い
う
の
で
は
な
く
て
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
の
運
動
が
対
話
し
、
交
流
し
な

が
ら
大
き
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
っ
ね
り
を
創
る
こ

と
」
の
言
葉
は
碁
本
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

(

M

)

 

も
み
じ
薬
の
ご
と
指
揃
う
ひ
孫
の
手
ペ
ン
握
る
べ

し
銃
持
た
す
ま
じ

(

M

)

軍
備
・
戦
争
は
自
然
破
壊
の
元
凶
で
す
。
軍
備
予

算
を
地
球
規
模
の
環
境
保
全
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う

ア
マ
ゾ
ン
の
熟
帯
雨
林
の
焼
畑
を
た
だ
ち
に
止
め
さ

せ
る
よ
う
、
経
済
援
助
を
し
ま
し
ょ
う
。

(

Y

)

ア
ピ
ー
ル
の
文
案
の
内
容
に
は
何
ら
反
対
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
部
賛
成
で
す
。
た
だ
、
今
の
状
況
の
中

で
、
こ
れ
だ
け
を
、
こ
れ
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
に
、
少
し
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
一
月

十
六
日
の
「
朝
日
新
聞
」
に
乗
せ
た
意
見
広
岩
の
文

案
ぐ
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
一
度
に
言
い
た
い

思
い
で
す
。

非
核
・
軍
縮
と
南
北
問
題
の
解
決
な
く
し
て
世
界

の
平
和
も
経
済
の
発
屎
も
な
い
。

(

W

)

寄
せ
ら
れ
た

意
見
・
提
案
か
ら

こ
~
，

北
t
＿
ノ
―
ヽ
一
ゞ
し
に
軍
縮
の
流
れ
を

ア
ピ
ー
ル

も
う
署
名
は
す
み
ま
し
た
か
？
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（
四
月
二
十
三
日
現
在
）

赤
水
惇
子
秋
[
色
国
不
一
l

男
/
阿
部
四
郎
左
工
門
至
凡

川
玄
逗
安
骰
屯
仲
／
，
池
山
直
朗
，
／
井
沢
幸
治
／
石
黒

貨
毅
／
市
川
誠
／
伊
藉
孔
央
／
伊
束
成
彦
／
伊
萩

博
／
＇
稲
垣
康
夫
／
井
上
清
／
井
之
川
巨
／
今
川
正

美
／
，
岩
井
章
／
岩
松
繁
俊
／
上
原
淳
道
／
浮
田
久

子
／
氏
家
久
博
／
内
田
政
雄
／
内
山
尚
―
―
「
／
梅
林
宏

道
／
江
尻
美
穂
子
／
江
成
純
／
遠
藤
洋
一
／
大
石

武
一
、
大
江
み
ち
／
大
河
原
孝
一
／
大
久
保
青
志
／

大
下
由
宮
子
／
大
島
薫
／
大
田
伊
杜
子
／
太
田
修

乎
／
大
谷
勝
彦
／
大
谷
正
穂
／
尾
形
海
／
小
笠
原

英
―
―
一
郎
／
小
笠
原
公
子
／
岡
田
義
雄
／
沖
三
保
子
／

小
田
切
秀
雄
／
小
田
実
／
小
原
悟
／
海
田
修
三

鏡
農
＇
／
梶
谷
善
久
／
柏
陽
太
郎
／
加
藤
隆
通
／

加
藤
良
夫
／
金
子
和
雄
／
金
箱
牧
夫
／
神
坂
玲
子
／
，
’

川
村
一
之
／
川
北
寿
子
／
川
原
英
司
／
北
沢
洋
子
／

儀
同
保
／
木
原
省
治
／
木
村
京
子
／
木
村
武
志
／
，

日
下
部
信
雄
／
草
野
信
男
／
具
島
兼
―
二
郎
／
国
井
誠

海
／
久
保
文
／
栗
野
鳳
／
栗
原
貞
子
／
小
池
多

米
司
／
小
石
玲
子
／
小
泉
謡
／
’
小
岩
貞
義
／
小
園

小
夜
子
、
／
小
寺
山
康
雄
／
小
林
収
／
五
味
久
雄
／

近
藤
悠
子
／
斎
藤
鶴
子
／
斎
藤
信
明
／
斉
藤
美
智
子

坂
田
静
子
／
，
佐
々
木
竹
一
／
沢
光
代
／
柴
田
郁

子
／
，
芝
実
生
子
／
島
田
信
子
／
東
海
林
勤
／
新
村

伍
鈴
木
祥
蔵
／
鈴
木
辻
夫
，
’
成
在
龍
／
高
見

に
身
門
高
抑
信
一
／
，
高
良
真
木
／
田
ロ
一
成
／
竹
村

傘
子
／
・
田
島
征
三
／
田
中
求
／
田
中
幸
男
／
谷
津

心
進
田
巻
一
彦
／
田
村
消
／
津
々
良
渉
／
寺

）
光
身
／
田
英
夫
／
戸
井
日
戸
造
／
鳥
居
却
｛
／
鳥

海
血
竺
富
田
は
る
み
／
中
北
龍
太
郎
／
中
里
喜
昭

／
仲
田
隆
明
／
中
村
良

□中
村
文
江
／
浪
江
｀
届
及

新
倉
裕
史
／
西
田
理
／
野
副
達
司
／
萩
原
卓

／
長
谷
川
敏
三
／
幡
鎌
芳
明
／
服
部
学
／
服
部

翠
原
田
隆
二
／
土
方
皓
／
兵
藤
建
樹
／
平
井
孝

治
．
／
深
水
正
勝
／
福
地
瞳
昭
／
舟
越
耽
ー
／
細
川
正

義
／
堀
端
宏
／
前
田
哲
男
／
前
野
良
／
槙
枝
元

文
／
松
江
逗
松
尾
孝
和
／
松
木
傑
／
松
下
竜

一
松
谷
被
鎧
丸
岡
礼
子
／
三
井
マ
リ
子
／
皆
川

み
ず
ゑ
／
宮
崎
昭
／
宮
共
百
茂
／
宮
本
な
お
み
／

武
藤
一
羊
／
宗
像
基
／
毛
利
淳
二
／
も
の
の
べ
な

か
お
き
／
森
静
雄
／
森
滝
市
郎
／
森
哲
郎
／
森

脇
隆
赫
／
山
田
謙
治
／
山
田
紀
子
／
山
本
健
治
／
山

内
栄
治
／
山
中
悦
子
／
山
辺
賢
蔵
／
山
本
正
美
／
湯

浅
一
郎
／
行
宗
一
／
行
森
潔
，
／
横
原
由
紀
夫
／

占
井
弘
子
／
吉
池
公
史
／
古
岡
徳
次
／
吉
川
勇
一
／

占
田
嘉
清
／
吉
田
滴
智
子
／
，
芳
野
よ
し
い
／
脇
信

男
／
活
渡
辺
峯
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[
モ
ス
ク
ワ
発
]
ソ
連
の
原
子
力
貨
物
船
が
同
国

太
平
洋
岸
の
四
つ
の
主
要
な
港
で
、
原
子
力
の
安
全

性
を
め
ぐ
る
大
衆
的
な
反
対
の
結
果
入
港
を
拒
否
さ

れ
て
い
る
＾
）

就
航
ニ
ヶ
月
の
S
e
v
m
o
rp
u
t
号
は
、
ナ
ホ
ト
カ
、

ヴ
ォ
ス
ト
ク
ニ
、
マ
ガ
ダ
ン
で
入
港
を
拒
否
さ
れ
た

の
ち
、
十
日
に
わ
た
っ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
沖
に
停

泊
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
＾
）

こ
れ
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
当
局
が
同
船
の
入
港

を
拒
否
し
た
た
め
。
同
市
の
決
定
は
「
ソ
ピ
エ
ト
・

太
平
洋
岸
の
四
港

原
子
力
船
の

入
港
を
拒
否

ロ辺｀吐•？ィ収＂ 89、3.9

核
艦
船
事
情

ロ
シ
ア
」
紙
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
に
対
す
る
恐
怖
の

高
ま
り
を
反
映
す
る
＿
前
例
の
無
い
決
定
―
で
あ
っ

た。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
議
会
は
原
子
炉
の
安
全
性
が

明
確
に
保
証
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
同
船
は
港
外
に
止
ま

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
海
運

省
は
安
全
性
保
証
の
要
求
を
黙
殺
し
た
3

ソ
連
の
複
数
の
報
道
機
関
は
、
こ
の
超
近
代
的
な

船
を
二
乍
無
し
の
涌
流
船
1

と
表
現
し
、
も
は
や
ソ

連
極
東
部
の
ど
の
港
に
も
入
港
で
き
な
い
の
で
は
な

ソ
連

●
海
外
か
ら

，，！）いウェー沖でのソ連原子力潜水艦沈没事故は海底での「

戦争ゲーム」の悲惨な結末の一つを示した。海に展開された

原子炉、核兵器に対する関心と、それらの撒去を求める世論

は、今、東西の体制を越えた大きな潮流となりつつある。

モスクワ発のニュースを二~っ紹介しよう。一つは、すんで

のところで免れた核事故の恐怖、もう一つは原子力船の入港

を拒否した市民と自治体のがんばりについてである。

部

一

ー

i

lー
．
i
i
i
|
|
|
|
i
月
～

鴫＊
 
訳

登場する砕氷船、貨物船はいずれも直事利用の比重が極めて高いため、 「ジェ

ーン海'rl(年鑑｝は「ii(艦，に分拍している！94年鑑の紺某がまそう分却して良

いかどうかをソ連政府に1tlい合わせたが、異品申し立てはないとのことだ。
――  

（
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三
月
二

1
凹
日
の
I

毎
日
」
に
よ
れ
ば
、
防
衛
庁

は
今
年
の
秋
に
行
わ
れ
る
「
太
平
洋
演
習

(
P
A
C

E
X
)
に
参
加
す
る
方
針
を
固
め
た
。
「
憲
法
で
禁

じ
ら
れ
た
集
団
自
衛
権
に
ふ
れ
な
い
よ
う
、
あ

vヽま

で
日
本
打
巾
を
想
定
し
た
限
定
的
参
加
」
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
ご
ま
か
し
｀
ア
メ
リ
カ
の
描
く
シ
ナ

リ
オ
全
体
の
中
で
ー
こ
こ
の
部
分
は
日
本
だ
け
の
有

事
」
な
ど
と
切
り
離
す
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な

し

こ
の
演
習
は
ア
メ
リ
ヤ
を
中
心
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

韓
国
、
タ
イ
、
オ
ー
ス
ト
―
タ
リ
ア
な
ど
の
参
加
も
実

見
込
ま
れ
、
期
間
は
九
月
一
日
か
ら
ニ
ヶ
月
。
太
平

洋
で
は
史
上
最
大
規
模
の
も
の
に
な
る
。
日
本
の
軍

拡
、
日
米
軍
事
協
力
の
集
大
成
で
あ
る
。

世
界
に
緊
張
緩
和
の
方
向
へ
と
動
い
て
い
る
今
、

な
せ
こ
ん
な
戦
争
ゲ
ー
ム
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

太平洋演習
パセック

PACE 
反対の行動を

ス

汐9

す
で
に
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
岸
な
ど
で
は
市
民
が
反

対
の
た
め
に
動
き
始
め
て
い
る
。
日
本
で
も
、
大
き

な
反
対
世
論
を
起
こ
し
、
自
衛
隊
の
参
加
を
止
め
さ

せ
よ
う
。
海
を
越
え
た
民
衆
の
連
帯
の
力
で
P
N
C

（
 

,

9
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・
ス
ピ
リ
ッ
ト

一
｀
世
報

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

＂
チ
ー
ム
ス
ヒ
リ
ッ
ト
湘
叫
口
と
前
後
し
て
紺
国
で
は

．
 
．
 

5

民
主
統
一
運
動
、
労
働
運
動
、
学
生
迎
動
に
対
す
る

．
 
．
 

＂
弾
圧
強
化
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
た
例
年
よ
り

．
 
．
 

~
規
模
が
縮
小
さ
れ
、
「
緊
張
緩
和
て
曲
り
角
」
（
三

．
 
．
 

＂
月
|
五
日
「
刺

U」
)
と
も
い
わ
れ
た
こ
の
浙
習
の

．
 
．
 

＂
反
民
衆
的
役
割
が
あ
ら
た
め
て
く
っ
き
り
と
浮
か
び

．
 
．
 

＂
あ
が
っ
た
の
か
今
年
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
J
北

．
 
．
 

~
を
訪
れ
帰
川
後
に
逮
捕
さ
れ
た
文
（
ム
ン
）
牧
師
の

i
f
T
動
は
、
刺
鮮
半
島
の
人
々
の
統
一
へ
の
熱
い
想
い

．
 
．
 

＂
を
全
世
界
に
伝
え
た

．
 
．
 

＂
日
本
の
碁
地
は
ど
う
動
い
た
の
か
、
横
田
基
地
を

．
 
．
 

＂
監
視
し
た
田
島
勉
さ
ん
（
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト

89
反

．
 
．
 

~
対
樹
争
三
多
靡
実
行
委
員
会
）
は
次
の
よ
う
に
レ
ポ

．
 

•
ー
ト
し
て
い
る
し

．
 
．
 
．
 

"•• 

．
 

o
 
................................................... .
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．．．．．．．．．．．．．． 
．
 
．
 

基
地
監
視
は
、
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
月
十
二
日
~
．
 
．
 

ま
で
行
っ
た
＾
＞
初
日
の
二
月
二
十
六
日
に
は
、
核
司
＂

．
 
．
 

令
機
E

4

B
の
姿
が
目
に
つ
い
た
。
。

E

4

B

"

．
 
．
 
.
 

の
飛
来
は
三
年
連
続
で
、
今
年
は
駐
機
し
て
い
る
日
＂

．
 
・
 

数
が
長
く
、
離
陸
す
る
ま
で
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
っ
ぱ
＂

．
 

な
し
で
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
K
1
3
5

が
離
~

．
 
．
 

陸

し

て

い

っ

た

。

＂

．
 
．
 

一
番
離
発
着
が
激
し
か
っ
た
の
は
、
三
月
八
日
で
、
5

．
 

次
は
三
月
九
日
。
八
日
は

C
1
4
1
輸
送
機
の
発
＂

．
 
．
 

着
が
十
五
回
と
最
高
。
こ
の
期
間
は
チ
ャ
ー
タ
ー
機
~．
 
．
 

の
発
着
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
飛
行
機
に
は
多
数
の
兵
＂

．
 

士
が
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
~．
 
．
 
．
 
．
 

こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
、
チ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
ッ
・

．
 

ト
の
山
場
で
あ
る
上
陸
作
戦
日
（
今
年
は
三
月
十
四
~．
 
．
 

日
）
の
一
＼
二
週
間
前
が
一
番
離
発
着
が
多
い
。
今
＂

．
 
．
 

年

も

そ

の

パ

タ

ー

ン

と

い

え

よ

う

。

＂

．
 
．
 

今
年
の
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
期
間
発
表
で
は
、
~．
 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
野
戦
演
習
期
間
が
短
く
な
っ
た
~．
 
．
 

印
象
を
与
え
て
い
る
が
、
監
視
の
結
果
は
例
年
ど
お
＂

．
 
．
 

り

だ

と

い

う

こ

と

を

表

し

て

い

る

。

＂

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

壺
~
．
 

ヽ

E
X
演
習
を
中
止
さ
せ
よ
う
！

い
か
と
示
唆
い
て
い
る
ウ

八
五
八
フ
ィ
ー
ト
の
同
船
が
入
港
し
よ
う
と
し
た

他
の
港
で
は
、
港
湾
労
働
者
が
放
射
線
被
曝
の
恐
れ

を
理
由
に
一
切
の
荷
役
作
業
も
、
補
給
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
な
い
と
宣
言
し
た
。

現
地
と
モ
ス
ク
ワ
の
共
産
党
、
政
府
、
お
よ
び
報

道
機
関
に
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
請
願
と
投
書
が
殺

到
し
た
。
こ
れ
は
、
同
国
に
と
っ
て
は
最
も
大
規
模

な
大
衆
的
抗
議
行
動
の
一
っ
と
な
っ
た
。

「
情
報
の
欠
如
、
船
の
安
全
性
の
不
確
か
さ
、
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
悲
劇
の
目
に
見
え
な
い
影
、
そ
し

て
極
東
部
の
複
雑
な
生
態
的
条
件
。
こ
れ
ら
が
大
衆

的
な
決
起
の
引
き
金
に
な
っ
た
」
と
「
ソ
ピ
エ
ト
・

ロ
シ
ア
」
紙
は
報
じ
て
い
る
、

二
億
六
千
五
百
万
ド
ル
を
投
じ
た
こ
の
船
は
、
就

航
前
に
は
そ
の
近
代
性
の
ゆ
え
に
ソ
ピ
エ
ト
商
業
船

団
の
誇
り
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
局
は
活

動
を
予
定
し
て
い
た
地
域
で
母
港
を
拒
否
さ
れ
て
し

． 

♦
♦
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午
貯

ま
っ
た
◇
同
紙
は
同
船
は
永
久
に
港
に
入
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
表
明
し
て
い
る
。

公
式
報
道
機
関
の
「
ノ
ー
ボ
ス
チ
」
は
、
港
湾
労

働
者
の
行
動
を
全
国
的
に
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
の
「
初
め
て
の
エ
コ
ロ
ジ

ー
的
発
想
に
た
っ
た
労
働
者
の
行
動
で
あ
る
一
と
評

し
て
い
る
。

.................. 

[
モ
ス
ク
ワ
発
A
P
l
ソ
連
の
原
子
力
砕
氷
船
で
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心
溶
融
）
寸
前
の
事
態
が
発
生
し

た
こ
と
が
科
学
者
た
ち
の
関
心
を
集
め
て
い
る
と
現

地
の
新
間
は
報
じ
て
い
る
。

ソ
連
の
海
運
専
門
紙
ー
ヴ
ォ
ド
ニ
・
ト
ラ
ン
ス
ポ

ー
ト
―
に
よ
れ
ば
事
故
は
去
る
十
一
月
十
一
日
、
モ

ス
ク
ワ
の
北
方
一
六
0

0
キ
ロ
、
コ
ラ
湾
の
ム
ル
マ

ン
ス
ク
に
入
港
中
の
ロ
シ
ャ
号
で
発
生
し
た
。

同
紙
に
よ
れ
ば
同
号
は
現
地
で
原
子
炉
の
う
ち
一

基
の
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
作
業
中
で
あ
っ
た
。

8
9
.
3
.
1
1
!
4
.
2
0
 

（
原
子
力
潜
水
艦
パ
ー
ミ
ッ
ト
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
）

ガ
ー
ド
フ
ィ
シ
ュ

(

P

級
）

9
時

50
分

横

須

賀

を

出

港

ハ
ド
ー
(

P

級

）

午

前

9
時
3
0
分

佐
世
保
に
入
港
、
約
1
0
分
浚
に
折
り

返
し
出
港
（
兵
員
補
給
の
た
め
）

ホ
ノ
ル
ル

(

L

級

）

午

前

9
時

横
須
賀
に
入
港
、
午
後
・
i
時
4
5
分
に

出
港
ル
イ
ス
ビ
ル

(

L

級

）

午

後

4
時

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
に
入
港
、
3
0
分
後

入
港
情
報

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
＠

や
よ
り

原潜シカゴ

墳須賀入港

ト
マ
ホ
ー
タ
発
射
口
は
っ
き
り

装
備
近
代
化
、
着
々
と

※

1
;
9
8
3
年
'
^
4

月

20
日
現
在
で
の
各
港
へ
の
原
子

11
回
）

厠罰99・曙震謁閾覇デレホン号＝ど哀
プyシュホンて、サ井8301、そして連絡番号968・1071、次1こ喘誦番号

クロハ イレナイ

6
回
2
回
3
回
11
回

101 1 

(

4

；
日
）

原
子
力
砕
氷
船
で

あ
わ
や

メ
ル
ト

・
ダ
ウ
ン

た
と
え
同
船
か
原
子
力
専
門
家
や
技
術
者
か
主
弘

す
る
よ
う
に
安
全
で
克
っ
た
と
し
て
も
、

プ
イ
リ
を
経
験
し
た
今
、

e 

チ
ェ
ル
ノ

原
子
力
の
安
全
性
に
関
し

て
当
局
が
秘
密
主
義
を
取
り
続
け
る
か
ぎ
り
多
く
の

人
々
の
疑
閉
を
解
消
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
、

と
―
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
紙
一
は
報
じ
て
い
る
。

●
●
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略
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e
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参
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．
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原
子
炉
の
停
止
後
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
交
換
に
先
之

っ
て
冷
却
水
の
水
抜
き
作
業
か
行
わ
れ
た
と
思
わ
ね

る
が
、
こ
の
時
、
主
任
技
術
者
が
運
転
員
へ
の
指
示

を
誤
り
、

運
転
中
の
1

1

3

う
一
基
の
原
「
手
炉
の
水
抜
き

弁
を
甲
け
一
，
し
ま
｛
，
た
も
の
、
と
国
紙
は
伝
え
て
い

る
S

こ
の
操
作
ミ
ス
で
‘
冷
却
系
の
主
給
水
か
失
わ
れ

た
が
、
わ
ず
か
に
三
十
分
か
ら
四
十
分
ふ
ん
の
補
給

水
が
貯
水
槽
一
，
迄
な
っ
て
い
た
た
め
、
炉
し
溶
駐
と
放

射
能
の
放
出
は
ま
ぬ
が
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
c

同
紙
の
ム
ル
マ
ン
ス
ク
駐
在
通
信
員
ド
ミ
k
'
り
!
'

＇
タ
ラ
カ
ノ
フ
氏
は
、
四
分
後
に
は
事
態
は
収
拾
さ

れ
た
と
伝
え
て
い
る
か
、
そ
れ
か
と
の
様
な
方
法
に

よ
っ
て
な
の
か
は
明
ら
か
て
は
な
い
。
同
氏
は
人
口

四
＇
「
四
万
人
の
都
市
へ
の
放
射
能
の
拡
散
の
可
能
性

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

ヴ
ォ
ド
ニ
：
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
・
ト
紙
は
週
三
回
発
行

だ
が
、
事
件
の
報
道
が
四
．
ご
弓
遅
れ
た
理
由
こ
つ
い

て
の
説
明
は
な
い
。

核
事
故
と
し
て
は
最
悪
の
事
態
で
あ
る
炉
心
溶
融

は
、
一
九
七
九
年
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
事
故
の
よ
う

こ
、
炉
こ
の
温
度
の
上
昇
に
よ
っ
て
起
こ
る
。

ャ
＋
＋
ヤ
＋
ヤ
ヤ
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

中

国

内

＇

中中t
l

中
国
地
方
―
二
月
二
十
五
日
、
一
入
れ
る
な
核
径

中
船
：
飛
ば
す
な
核
攻
撃
機
！
・
ヒ
ー
ス
リ
ン
ク
広

烏
＇
呉
・
岩
国
」
か
結
成
さ
れ
た

C

被
爆
の
地
・
広

中中中
島
核
の
出
翠
基
地
・
呉
そ
し
て
岩
国
。
こ
の
核
の

中
三
重
苦
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
し
て
多
様
な
活
動
を
展

開
す
る
。
連
絡
先
は
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
戦
争
へ
の
道

中中中
ひ
ろ
し
ま
講
座

e
o八
二
（
二
三
二
）
四
二
七
四
／

士
'
]
'
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
呉
市
民
の
会

e
o八

中
二
三
（
ニ
―
)
二
四
一
四
／
岩
国
市
職
労
平
和
問
題

＊
 

＊
研
究
所

eo)
八
二
七
（
二
ニ
）
一
六
―
―

ゎヤ
l
'

神
奈
川
，
l

「
神
奈
川
を
非
核
に
す
る
県
民
運
動
」

中中
か
四
月
二
十
三
日
結
成
さ
れ
た
。
一
非
核
兵
器
宣
言

か
い
実
質
化
」
を
目
的
に
幅
広
い
結
集
を
目
指
す
。
一

＊
 

ャ
メ
リ
カ
環
境
法
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
政
府
を
相
手
取

＊
 

＊
っ
て
裁
判
を
お
こ
し
、
ト
マ
ホ
ー
ク
倍
の
母
港
化
を

徴
回
さ
せ
る
、
藤
沢
市
民
の
非
核
条
例
制
定
運
動
へ

士＊
 

*
a

の
支
援
な
ど
の
活
動
計
画
。
連
絡
先
は
神
奈
川
高
教

＊
組
平
和
運
動
推
進
委
員
会
（
横
浜
市
西
区
熟
相
ニ
ー

一
、
二
七
）
。
電
話
連
絡
先
は
近
日
中
に
設
置
。

中＊
 

c
 

i

`
9
9
;
;
`
^
 

こ

出

港

｀

刀

艦

の

入

港

回

数

は

シ
カ
コ

(

L

級

）

正

午

横

須

賀

横

須

賀

に

入

港

（

新

聞

切

抜

き

参

照

）

佐

世

保

ル
イ
ス
ビ
ル
（

L-
級

）

午

後

4
時

ホ

ワ

イ

ト

ビ

ー

チ

ホ
ワ
イ
4
,
>
ジ
J
ー
：
＇
チ
に
入
港
、
3
0
分
後
計

に

出

港

（

う

ち

原

潜

濫
＇
五
是
、
米
海
軍
の
ロ
サ
ン
一
カ
ゴ
会
、
O
O
O
'
a
l
沿
盃
包
ト
マ
ホ
少
用
の
発
製
質
を
覧
芝
扁
粋
た
。

名
ス
級
甕
漿
子
届
溢
シ
た
。
同
罪
遜
鉗
隙
潜
の
中
で
、
核
た
改
良
型
の
一
笑
改
哀
型
の
原
潜
宜
艦
の
解
説
這
と
し
て
国
際
的
に

載
．
”
幻
〗
｀
入
唇
‘
昨
年
十
二
月
に
続
い
て
二
知
ら
れ
る
ジ
．
ニ
ー
ン
年

9

攀

，

条

＇

｀

下

胃

゜

靡

夏

の

ト

マ

ホ

，

＇

ク

艦

の

よ

る

と

、

シ

カ

ゴ

は

、

ロ

サ

ン

ゼ

ル

版

答

i

雷

ダ

鷹

髯

暑

白

い

て

横

員

9
9
9孟
畠
。
信
儡
南

台
i

□

贔

□
尋

嘉

，

｀

｀

は

、

l-H'二
庸

以

降

に

、

核

目

湘

十

丁

[

[啜
r

S

忍
裳
如
髯
‘9
，
知
ん
で
お
り
二
塁
塵
が
、
急
ビ
付
喜
暫
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
聞

吟
，
手
で
進
ん
で
い
る
」
と
坦
元
の
反
案
窮
で
き
る
垂
直
発
粗
概
士
一

こ

]

‘

[

]

]

]

]

;
J
.
~
.
i
i
~
、

u
u
'

全
J
,
g
ぎ
●
か
鼠
！
~
を

9

む
；
，

1

，
.
r
,
.
,
.
9
9
9
9
!
‘

g

:
1

，
~
こ

9

：

9
;
.
§

弓
；

3
さ
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F

S

X

（
次
期
支
援
戦
闘
機
）
の
日
米
共
同
開

発
の
最
終
合
意
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
、
水
面
下
で

様
々
な
駆
け
引
き
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
1
1
月
2
9

日
に
両
国
で
交
換
公
文
が
調
印
さ
れ
そ
の
ま
ま
開
発

が
ス
タ
ー
ト
す
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
米
議
会
や
商

務
省
か
ら
米
国
の
技
術
流
出
の
懸
念
か
ら
合
意
事
項

の
見
直
し
が
出
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。

屯
と
も
と
F
S
X
は
日
本
が
自
主
開
発
す
る
意

向
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
圧
力
（
そ
の
中
に

は
「
日
本
が
高
性
能
の
攻
撃
機
を
持
つ
の
は
専
守
防

衛
に
反
す
る
」
と
い
う
8
7
年
6
月
の
ワ
国
防
長
官
の

「
正
し
い
」
指
摘
も
あ
っ
た
）
で
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ス
社
の
F
ー
1
6
の
改
良
型
を
共
同
開
発
す

る
よ
う
日
本
側
が
譲
歩
を
強
い
ら
れ
た
も
の
だ
。
こ

の
問
題
は
所
謂
「
ハ
イ
テ
ク
軍
事
技
術
摩
擦
」
と
し

て
多
く
の
関
心
を
集
め
て
い
る
が
、
総
額
一
兆
円
と

も
い
わ
れ
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
ス
ポ
ン
サ
ー
」

の
日
本
国
民
は
こ
の
問
雌
で
終
始
蚊
帳
の
外
に
置
か

れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
日
本
国
民
に
と
っ
て
F
S
X

必
見
の
原
資
料

こ
（
＞
ざ
デ
オ
テ
ー
プ
を
製
作
し
た
の
は
、

カ
国
防
省
核
兵
器
局
(
D
N
A
)
で
あ
る
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
字
幕
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い

る。

『
こ
内
フ
ィ
ル
ム
は
一
般
市
民
に
は
公
開
さ
れ

な
い
。
核
事
故
防
災
計
画
に
関
係
す
る
ア
メ
リ
カ

政
府
磯
関
、
州
組
緑
、
地
域
自
治
体
組
織
に
限
定

配
布
ミ
れ
る
そ
れ
以
外
に
こ
の
フ
ィ
ル
ム
を
要

求
す
る
者
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
、
核
兵
器
局
広

報
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
。
．
＝

つ
ま
り
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
核
事
故
防
災
を
担
当

す
る
行
政
組
織
の
内
部
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も

,,.,.ー＞

‘ 

第 五 阿

ア
メ
リ c

 

~
 

混
迷
す
る
[

H

L

S

X

日
米
交
渉

全
国
善
迎
信
躙
コ
！
辛
’
五
皐
ー
タ
ー
l

胃
し
孟
霊
迎
彦
（
京
袖
・
盲
]
-

、・̀
`

と
は
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
本
質
的
か
つ
碁
本
的
な
、

そ
し
て
あ
ま
り
に
報
追
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た

問
題
を
と
り
あ
げ
た
い
。

ま
ず
何
よ
り
の
ゴ
マ
カ
シ
は
日
本
独
特
の
「
支

援
」
戦
闘
機
と
い
う
名
称
で
あ
る
。
外
国
で
は
「
戦

闘
爆
撃
機
」
若
し
く
は
「
攻
撃
機
」
と
呼
ば
れ
る
が
、

敵
檻
船
や
、
地
上
の
目
標
を
攻
撃
す
る
の
が
主
任
務
。

現
在
は
こ
の
任
務
を
F
!
1
と
い
う
戦
闘
機
が
引
受

て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
戦
闘
行
動
半
径
（
対

地
対
脂
攻
撃
時
）
で
、

F
l
1
の
J
i
五
0
氾
に
対
し

て
F
S
X
で
は
八
三
0
血
位
で
、
配
備
予
定
の
三
沢
か

ら
沿
海
州
、
サ
ハ
リ
ン
を
、
築
城
か
ら
北
刺
鮮
を
攻

撃
範
囲
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
他
国
に
竹
威

を
与
え
な
い
」
専
守
防
衛
の
建
前
か
ら
の
根
本
的
逸

脱
で
あ
る
。
し
か
も
F
S
X
は、

F
[
1
の
2
倍
の

武
器
搭
載
量
に
加
え
て
、
敵
の
レ
ー
ダ
ー
に
捉
え
ら

れ
に
く
く
す
る
た
め
ス
テ
ル
ス
性
を
付
与
す
る
計
画

な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
自
衛
豚
が
保
有
し
て
き
た

兵
器
の
中
で
飛
び
抜
け
て
攻
撃
的
な
兵
器
と
芸
口
え
る
。

士
J
う
―
つ
の
問
題
は
、
安
全
性
。
ご
れ
ま
で
自

器
事
故
を
考
え
る

の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
民
間
団
体
が
、
そ
れ
を
情

報
公
開
法
に
よ
り
入
手
し
た
。
•
こ
れ
に
先
立
つ
数
年

前
に
、
国
防
省
の
核
事
故
演
習
の
ビ
デ
オ
が
存
在
す

る
こ
と
を
知
っ
て
探
し
て
い
た
私
た
ち
は
、

P
C
D

s

(

「海
9
軍
備
撤
廃
を
！
太
平
洋
運
動
」
）
の
会

議
の
中
｛
や
っ
と
そ
の
実
物
と
め
ぐ
り
会
っ
た
。
、

＾
内
容
＞

一
九
八
三
年
に
行
な
わ
れ
た
D
N
A
主
催
の
核
事

故
演
習
ニ
ュ
ー
ワ
ッ
ク
ス
8
3
(
N
u
W
A
X
8
3
)
の

実
況
記
録
で
あ
る
。

事
故
の
シ
ナ
リ
オ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

核
兵
器
三
発
を
輸
送
し
て
い
た
海
軍
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
、
あ
る
市
の
郊
外
で
墜
落
し
た
。
三
発
の
う

ー
冒
い
ァ
ヽ
き
ぼ
り
り
廿
太
冒
艮
I
I

衛
隊
の
戦
闘
機
は
人
日
密
集
の
住
宅
地
の
上
を
飛
ぶ

と
い
う
日
本
独
特
の
問
題
を
考
慇
し
て
、
エ
ン
ジ
ン

は
必
ず
2
括
搭
載
の
も
の
を
採
用
し
て
、

1
つ
が
故

障
し
て
も
直
ち
に
呟
落
し
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
。

F
S
X
は
F
i
1
6
を
ベ
ー
．
ス
に
す
る
た
め
、
エ
ン
ジ

ン
は
単
発
。
す
で
に
三
沢
に
は
米

W
の
F
I
1
6
が
配

備
さ
れ
何
炭
か
墜
落
巾
故
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
自
衛
豚
の
F
S
X
が
加
わ
り
六
カ
所
村
の
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
枯
地
（
計
圃
中
）
の
上
を
飛
び
回
る
の

だ
か
ら
、
戦
時
で
な
く
と
も
物
騒
な
こ
と
こ
の
上
な

‘•O 畜

＞

さ
ら
に
、
日
米
の
武
器
の
共
日
開
発
に
よ
っ
て
、

日
本
の
武
器
技
術
が
第
二
国
に
「
輸
出
」
さ
れ
る
可

能
性
（
米
に
対
し
て
は
8
3
年
1
1
月
に
武
器
技
術
供
与

を
認
め
て
い
る
）
が
大
き
く
、

S
D
I
参
加
と
並
ん

で
こ
の
ド
S
X
問
題
は
日
本
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
が
直

接
軍
巾
利
川
さ
れ
、
枇
昇
の
武
器
市
場
に
「
進
出
」

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
。

1
兆
1
の
大
金
を
防
衛
庁
・
制
服
糾
、
軍
需
産
業

に
ふ
ん
だ
く
ら
れ
危
険
極
ま
り
な
い
攻
撃
機
を
押
し

つ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
理
不
尽
な
要
求
を

飲
ま
さ
れ
る
日
本
の
納
税
者
は
ま
さ
し
く
踏
ん
だ
り

蹴
っ
た
り
だ
が
、
唯
一
の
「
慰
め
」
は
、
日
本
の
利

益
と
ア
メ
リ
カ
の
利
益
は
常
に
一
致
す
る
と
説
い
て

き
た
政
府
の
「
日
米
安
保
予
定
訓
和
説
」
が
遂
に
破

綻
し
た
こ
と
だ
。
(
-
九
八
九
年
四
月
十
八
日
記
）

ち
の
一
発
の
核
兵
器
の
高
性
能
火
薬
が
爆
発
し
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
飛
散
さ
せ
る
と
と
も
に
、
も
う
一
発
の

核
兵
器
を
機
外
に
放
り
出
し
た
。
三
発
目
の
核
兵
器

は
、
そ
の
ま
ま
墜
落
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
中
に
留

っ
た
。住
民
は
大
爆
発
音
を
聞
き
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
墜

落
を
目
撃
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
他
死
傷
者
も
発
生
し

た。
プ
ロ
ー
ク
ン
・
ア
ロ
ー
（
核
事
故
の
暗
号
名
）
が

発
せ
ら
れ
、
あ
た
り
一
帯
が
国
家
防
衛
地
域
(
N
D

A

)

に
指
定
さ
れ
た
く
一
種
の
戒
厳
令
地
帯
で
あ
る
。

さ
て
、
政
府
、
州
、
地
元
自
治
体
は
ど
う
す
る
か
、

と
い
う
の
が
訓
練
の
内
容
で
あ
る
。

こ
の
演
習
を
や
る
の
に
、
D
N
A
は
、
ネ
バ
ダ
の

核
実
験
場
に
人
口
七
千
人
の
人
工
の
町
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡
ポ
ー
ト
ガ
ス
ト
ン
を
設
営
し

た
。
核
実
験
場
を
使
っ
た
の
は
、
演
習
を
現
実
に
近

づ
け
る
た
め
に
、
実
際
に
半
減
期
の
短
い
放
射
能
を

散
布
し
た
か
ら
で
あ
る
。

約
九
百
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
演
じ
な
が
ら

こ
の
演
習
に
参
加
し
た
。

＾
見
ど
こ
ろ
＞

こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
ア
メ
リ
カ
政
府
が
核
事
故
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
を
知
る
上
で
、
こ
の
上
な

＜
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
の
考
え
方
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を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
で
の
核
事
故
に
つ
い

て
、
私
た
ち
が
何
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が

わ
か
っ
て
く
る
。
噛
み
し
め
れ
ば
噛
み
し
め
る
ほ
ど

恐
ろ
し
く
な
る
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。

見
ど
こ
ろ
を
何
点
か
指
摘
し
て
お
こ
う
。

◆
い
つ
核
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
か
。

核
の
存
在
を
否
定
も
肯
定
も
し
な
い
と
い
う
国
防

総
省
の
原
則
の
例
外
と
し
て
、
こ
の
演
習
に
お
い
て

も
あ
る
時
点
で
核
兵
器
の
存
在
が
一
般
市
民
に
明
ら

か
に
さ
れ
る
。
そ
の
判
断
の
背
景
と
な
る
国
防
省
の

考
え
方
が
フ
ィ
ル
ム
で
明
ら
か
に
な
る
。

●
い
つ
安
全
宣
言
を
出
す
か
。

三
ヶ
の
兵
器
の
う
ち
―
つ
が
爆
発
、
他
の
二
つ
は

何
時
爆
発
す
る
か
分
か
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。
核
兵

器
と
い
う
と
核
爆
発
だ
け
が
恐
ろ
し
い
の
で
は
な
い
。

高
性
能
火
薬
の
爆
発
に
よ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
汚
染
の

重
要
性
を
念
頭
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
{
,

◆
人
命
と
機
密
保
護

核
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
国
防
省
が
考
え
る

最
も
中
心
的
な
閲
心
事
の
―
つ
は
機
密
保
護
で
あ
る
。

核
兵
器
に
関
す
る
機
密
情
報
の
保
護
が
す
べ
て
に
優

先
し
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
住
民
へ
の
事
故
対

策
が
遅
れ
る
。

一
九
八
二
年
、
「
太
平
洋
平
和
号
」
と
い
う
ヨ
ッ

ト
が
シ
ド
ニ
ー
港
を
出
発
し
た
。
ア
メ
リ
カ
北
西
海

岸
で
の
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
潜
水
怪
の
就
航
と
、
モ
ル
ロ

ア
環
礁
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
に
反
対
す
る
た
め

で
あ
る
。
そ
の
乗
組
員
の
一
人
、
ウ
ィ
ン
，
オ
リ
プ

さ
ん
（
六
十
三
オ
）
へ
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
で
、
こ
の

ピ
デ
オ
は
始
ま
る
。

「
航
海
は
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
わ
。
私
た

ち
は
、
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
潜
水
筈
の
真
ん
前
に
た
ち
ふ

さ
が
る
つ
も
り
で
し
た
」
。

地
上
の

I
N
F
（
中
距
離
核
戦
力
）
の
削
減
が
始

ま
る
一
方
で
、
ト
マ
ホ
ー
ク
を
中
心
と
す
る
こ
海
の

I
N
F
」
が
大
福
に
増
強
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
を
、
こ

の
ビ
デ
オ
は
わ
か
り
や
く
伝
え
て
く
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
九
九
二
年
ま
で
に
、
艦
隊
の

三
分
の
一
に
四
千
発
の
ト
マ
ホ
ー
ク
を
装
備
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
制
攻
撃
用
で
あ
り
、
核
戦

争
へ
の
危
険
性
を
高
め
る
も
の
だ
。
ま
た
ト
ラ
イ
デ

ン
ト
潜
水
僭
は
一
隻
で
ヒ
ロ
シ
マ
型
原
爆
二
千
個
分

の
破
壊
力
を
持
つ
が
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
数
年
の
う

ち
に
こ
れ
を
二
十
隻
も
配
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

「
海
の
核
」
を
巡
る
確
執
は
ま
た
、
そ
こ
に
住
む

先
住
民
の
人
々
の
犠
牲
と
抑
圧
の
う
え
に
押
し
進
め

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
草
の
根
の
反
撃
も
す

ば
ら
し
い
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
平
和
船
団
に
剌

激
さ
れ
、
シ
ド
ニ
ー
で
も
一
九
八
五
年
か
ら
ヨ
ッ
ト

や
カ
ヌ
ー
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
平
和
船
団

が
活
動
を
始
め
た
。
そ
れ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
檻

か
ら
の
激
し
い
放
水
、
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち
を
掴
ま
え

よ
う
と
走
り
回
る
水
上
誓
察
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

虹
色
の
ピ
ー
ス
マ
ー
ク
旗
を
な
び
か
せ
て
応
戦
す

る
平
和
船
団
の
勇
姿
な
ど
は
、
見
る
も
の
の
手
に
汗

に
ぎ
ら
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

軍
筈
の
へ
さ
き
に
つ
か
ま
っ
て
サ
ー
フ
ィ
ン
を
や

っ
た
り
、
ビ
デ
オ
・
カ
メ
ラ
を
抱
え
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ

ダ
ー
で
軍
筈
上
を
飛
ぶ
と
い
っ
た
シ
ー
ン
に
は
、
思

わ
ず
拍
手
し
た
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
一
見
向
こ
う
み

ず
な
行
動
も
、
事
前
の
嗽
底
し
た
話
し
合
い
と
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
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し
ア
メ
リ
カ
の
核
筈
船
か
自
田
の
港
に
入
ら
な
い
の

は
な
ぜ
か
。
核
戦
争
に
な
っ
た
場
合
、
核
を
運
搬
す

る
墜
船
も
目
標
に
な
る
。
そ
の
と
き
こ
れ
ら
の
檻
船

が
自
国
の
港
に
入
っ
て
い
て
は
被
害
が
大
き
く
な
る

の
で
、
遠
い
国
に
寄
港
さ
せ
る
と
い
う
。
ま
た
怪
船

攣曇ー―＿曇―
l

＇ 置璽墨考
璽
―

S
詈
言
皇
―
重
量
量
己
量
―
云
日
量
置
墨
そ

♦
感
想
我
々
は
堂
々
と

歩
み
続
け
る
…
和田都

I岡山市・生協既員）

IUし9● 9皿..皿-』9-攣」'

：
イ
五
に
死
者
は

47人
． 

♦
自
治
体
の
参
加

演
習
で
は
事
故
に
真
っ
先
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
自
治
体
と
の
調
整
が
本
格
的
な
テ
ー
マ
に
な

っ
て
い
る
ぐ
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
会
計
検

杏
院
の
勧
告
に
も
つ
な
が
る

◆
日
本
の
基
地
と
の
関
係

こ
こ
で
事
故
に
あ
う
核
兵
器
は
投
下
型
の
核
爆
弾

な
い
し
核
爆
雷
B
5
7
と
サ
プ
ロ
ッ
ク
で
、
い
ず
れ
も

最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
海
軍
核
兵
器
。
日
本
へ
の
持
ち

込
み
が
日
常
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
兵
器
で
あ
る
。

ま
た
演
習
で
も
事
故
現
場
に
限
i
t
つ
け
て
核
兵
器
の

処
理
に
当
た
る
E
O
D
チ
ー
ム
が
登
場
す
る
が
、
こ

れ
は
、
横
須
賀
や
横
田
に
も
存
在
す
る
と
し
て
二
年

前
に
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
部
隊
で
あ
る
。

（
梅
林
宏
道
）

マ
ホ
ー
ク
が
あ
る
の
だ
，
．

ッ
ジ
を
挟
ん
だ
後
ろ
側
に
は
ト

爆
発
場
所
の
プ
リ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
核
艦
船
寄
港
に
対
す
る

意
織
は
、
こ
こ
数
年
で
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
八
十
四
年
に
は
核
艦
船
寄
港
に
賛
成
す

る
人
は
八
0
％
に
の
ぼ
っ
た
が
、
八
十
八
年
に
は
こ

れ
が
二
十
四
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
の
だ
。
イ
ン

タ
ピ
ュ
ー
に
応
じ
た
多
く
の
人
が
、
港
に
お
け
る
核

事
故
の
可
能
性
を
口
に
し
て
も
い
る
。

ピ
デ
オ
は
ウ
ィ
ン
・
オ
リ
プ
の
次
の
よ
う
な
言
葉

で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
一
地
球
に
対
す
る
責
任
を
、

そ
れ
を
真
に
担
え
る
人
々
の
手
に
渡
す
べ
き
で
す
。

軍
墜
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
、
こ
れ
が
一
番
い
い
や

り
方
な
の
で
す
」
。
核
を
な
く
し
た
い
と
願
っ
て
い

る
す
べ
て
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
感
動
の
作
品
。

（
一
九
八
八
年
、
二
十
分
）
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で
の
核
事
故
も
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
ら
し
い
。

あ
ま
り
に
虫
の
良
い
話
で
は
な
い
か
C

こ
ん
な
要

求
は
世
界
中
ど
こ
の
国
も
受
け
た
く
な
い
だ
ろ
う
）

日
本
で
は
、
艦
船
の
寄
港
の
た
び
に
核
の
有
無
が
問

題
に
さ
れ
な
が
ら
、
今
ま
で
う
や
む
や
に
さ
れ
て
き

た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
そ
れ
が
は
っ
き
り
拒

否
さ
れ
て
、
国
民
の
安
全
が
保
陳
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
隣
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
近

年
国
民
の
反
対
の
世
論
が
高
ま
っ
て
は
い
る
も
の
の

い
ま
だ
に
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
核
檻
船
が

港
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
阻
止
に
素
手
に
近
い

状
慈
で
（
カ
ヌ
ー
や
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
）
繰

り
出
し
て
い
く
人
々
の
姿
に
は
、
掬
を
打
た
れ
ざ
る

を
え
な
い
。

会計報告
(89. 3. 1!J ~4. 13) 

［収人J

〇前月からの繰越 △101,374 

経常繰越 148,626 
借人金繰越 △250,000 

0今月の収入 162,010 

会 1料収人 90,000 

維杓団体 。
内！ 維持他1人 22,000 
， 参加団体 12,000 
誤：ー参！J！1個人 27,000 
i叫{,―ぶii 29,000 

カンパ収人 8, 000 

行動収入 54,81() 

（チームスピ l)ソド・ハガキ運動）

孔lt } i,¥ l l Jじtj [. ~ t f 1, 2 0 0 

反核ホットライン

児り上け 8,000 

［文出 l
●今月の支出

家1t(4月分）
水道光熱費

屯話代

郵送費

印刷1t
行動費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越
借入金繰越

△192,439 

40,000 

2,959 

8,074 

31,937 

78,882 

28,447 

2, 140 

△131,803 

118, 197 
△250,000 

c
 

現
在
わ
た
し
た
ち
は
、
核
時
代
に
生
き
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
な
が
ら
、
自
分
一
人
心
配
し
て
も
し
ょ

う
が
な
い
、
第
一
自
分
に
何
が
で
き
る
、
何
が
変
え

ら
れ
る
、
と
心
の
す
み
で
は
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
核
戦
争
や
原
発
に
お
び
え
な
が
ら
何
も

し
な
い
で
生
き
る
よ
り
は
、
そ
ん
な
も
の
の
な
い
世

界
を
創
る
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

と
、
こ
の
ピ
デ
オ
を
見
て
痛
感
し
た
。

ビ
デ
オ
の
最
後
に
繰
り
か
え
し
歌
わ
れ
た
次
の
よ

う
な
こ
と
ば
が
つ
よ
く
印
象
に
残
っ
た
。

「
我
々
は
堂
々
と
歩
き
続
け
る
／
堂
々
と
歩
き
続

け
る
／
我
々
は
堂
々
と
歩
き
続
け
る
／
あ
と
も
ど
り

は
し
な
い
／
決
し
て
あ
と
も
ど
り
は
し
な
い
／
我
々

は
変
革
の
た
め
に
手
を
と
り
あ
う
／
変
革
の
た
め
に

＊

絹

集

＊
定
価

手
を
と
り
あ
う
／
我
々
は
変
革
の
た
め
に
手
を
取
り

あ
っ
／
あ
と
も
ど
り
は
し
な
い
／
け
っ
し
て
あ
と
も

ど
り
は
し
な
い
…
」
＾
〉

シドニ
平和を求める声

◆20分，／ VHS
◆販売価格 3500円（送料別）
◆貸し出しもあります
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NUWAX83 
◆30分 VHS
♦貸し出し 1団2000円

し＼ずれも日本語ナレーション付き

お問い合わせはトマ喰い虫社へ！
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